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発 言 通 告 表 （ 一 般 質 問 ） 

                                     令和８年９月定例会 

  

順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 
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遠藤 盛正（２２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．富士川河口断層帯と地震防災について 

 静岡県では、今から約50年前の1978年に静岡県第１次地震被害想定が発表

され、大規模な地震への備えが始まりました。当時の被害想定では、約６万

9000世帯が全壊すると試算されていましたが、現在静岡県が示している第４

次地震被害想定では、南海トラフ巨大地震が発生した場合、県内で最大30万

4000棟が全壊するなど、より大きな被害が想定されています。 

 今回問題として取り上げた富士川河口断層帯は、静岡市、富士市、富士宮

市の３市にまたがり、地震調査研究推進本部の長期評価では、駿河トラフで

発生した海溝型地震に伴って活動したと考える場合、今後30年以内にマグニ

チュード８程度の地震が発生する確率は最大18％と評価されており、今年７

月に熊本県で地震を引き起こした日奈久断層帯と同じＳランクに位置づけら

れています。  

 富士市は東西に広く、富士川をはじめとする河川、山間部、住宅地、工業

地帯など、地域ごとに特性が大きく異なることから、災害時に直面する課題

も地域ごとに異なることが想定されます。一律的な防災対策のみでは、全て

の市民の安全を確保することは困難であるため、地域ごとの被害想定を具体

的に示し、行政のみならず、自治会、自主防災会、消防、医療、福祉、そし

て市民一人一人が、自らの地域で何が起こり得るかを共有しておくことが重

要であると考え、以下質問いたします。 

(1) 富士市として、富士川河口断層帯による地震に対し、現在どのような被

害を想定しているのでしょうか。また、その想定に基づき、現在どのよう

な防災・減災対策を講じているのでしょうか。 

(2) 富士川河口断層帯が活動した場合を想定し、高齢者や障害者などの要配

慮者への支援について、地域ごとに具体的な検討を行っているのでしょう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


